
大学生アスリートにおける半定量食物摂取頻度調査票の妥当性 

Validity of a semi-quantitative food frequency questionnaire for collegiate athletes  
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要約  

背景: 食物摂取頻度調査票（food frequency questionnaires、FFQ）は様々な集団を対象に

開発され、妥当性が検証されている。しかし我々の知る限りでは、若年アスリートのための

FFQの妥当性はいまだ検証されていない。そこで我々は、中高年者の食事量を推定するため

に開発され、妥当性が検証されている FFQが若年アスリートの食事量推定においても妥当と

認められるか否か、検討した。 

目的: 本研究では「多目的コホートに基づくがん予防など健康の維持・増進に役立つエビデ

ンスの構築に関する研究」のために開発された FFQ を、思い出し期間を変更して用いた。

156 名（うち、男性 92 名）が FFQ および不連続 3 日間の 24 時間思い出し食事調査（24-hour 

dietary recall 、24hDR）を完了した。平均値推定の妥当性は、24hDR と FFQ の%差を用いて

評価した。順位推定の妥当性には、スピアマンの順位相関係数（correlation coefficient、CC）

および五分位の同時分類による一致度を用いた。 

結果:男女ともに、FFQ はエネルギー摂取量をおよそ 10%過小評価した。栄養素 35 項目で

は、deattenuated CC の中央値（範囲）が男性で 0.30（0.10 から 0.57）、女性で 0.32（-0.08 か

ら 0.62）であった。食品群 19 項目では、男性で 0.32（0.17 から 0.72）、女性で 0.34（-0.11 か

ら 0.58）であった。栄養素および食品群で正反対の分位に分類された割合は 3%から 5%で

あった。 

結論:中高年者の食事量推定のために開発され、妥当と評価された FFQ は、若年アスリート

においても同等の妥当性を示した。今回の FFQ は大学アスリートの習慣的食事量を評価す

るには有用で、特に栄養素ではカルシウム、ビタミン C、食品群では野菜類、果実類、牛乳・

乳製品の評価に優れているだろう。 
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